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【資料３】

日本ディスクロージャー研究学会第12回研究大会プログラム 
 2015年12月20日（日）
 早稲田大学・早稲田キャンパス

■自由論題報告（10：00～12：20）
○第１会場

� 司会：海老原　崇（武蔵大学）
第１報告　�“Why�do�managers� revise� their� forecasts�downward� to� avoid� reporting�negative�

earnings�surprises?�:�Evidence�from�Japan”
　　　　　David�Lau�(The�University�of�Auckland)・太田　浩司（関西大学）
第２報告　「連結子会社における利益マネジメントとその影響要因」
　　　　　木村　史彦（東北大学）
� 司会：太田　浩司（関西大学）
第３報告　「回帰分析モデルの設定と会計発生高アノマリーの頑健性」
　　　　　竹原　均氏（早稲田大学）
第４報告　「無形資産ディスクロージャーにおける新指標の提案」
　　　　　工藤　一郎（工藤一郎国際特許事務所）・円谷　昭一（一橋大学）

○第２会場

� 司会：浅野　敬志（首都大学東京）
第１報告　「包括利益における会計上の保守主義に関する実証研究」
　　　　　大沼　宏（東京理科大学大学院）・吉田　契（東京理科大学大学院院生）
第２報告　「ストックオプションの付与と経営者の機会主義的行動」
　　　　　遠谷　貴裕（明星大学）
� 司会：町田　祥弘（青山学院大学）
第３報告　「機関投資家による議決権行使判断の決定要因─機関投資家の特性という観点から─」
　　　　　円谷　昭一（一橋大学）・中村　充博（一橋大学大学院院生）
第４報告　「「取締役会評価の開示─英国の事例とわが国への示唆」
　　　　　林　順一（青山学院大学）

■理事会（12：20～13：20）

■会員総会（13：20～13：50）
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■統一論題報告（14：00～17：30）
テーマ「コーポレート・ガバナンスとディスクロージャー」
� 司会：奥村　雅史（早稲田大学）
� 座長：亀川　雅人（立教大学）　
解題
　　　　　亀川　雅人（立教大学）
第１報告　「CFOの役割から考える積極的ディスクロージャーのあり方」
　　　　　永岡　英則（株式会社VOYAGE�GROUP）
第２報告　「不適切な会計処理問題を考える」
　　　　　高山　昌茂（公認会計士）
第３報告　「企業のカバナンス改革は意図的な不正行為の防止に有効か？」
　　　　　青木　英孝（中央大学）
第４報告　「ファンドによる企業支配と適時開示」
　　　　　三和　裕美子（明治大学）

■統一論題討論（16：30～17：30）
� 座長：亀川　雅人（立教大学）
討論者　永岡　英則（株式会社VOYAGE�GROUP）
　　　　青木　英孝（中央大学）
　　　　三和　裕美子（明治大学）

■懇親会（17：45～）


